
 

草津市待機児童解消に向けた実施計画（平成 26 年度） 

平成２６年２月 

草津市子ども家庭部（幼児課） 

１ 基本的なフレーム 
保育需要推計を毎年度行い、待機児童解消に向けて、保育需要動向とバランスを取りながら、段階的な保

育施設整備等を行う。平成 26 年度については、民間保育園３園の増築・分園整備を推進し、105 人の保

育定員増を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 就学前児童数(0～5 歳)の推移 

就学前人口はなだらかに上昇を続けているが、Ｈ２６前後がピーク、以降はなだらかに下降局面に

推移すると見込まれる。 
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国
待
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児
童
解
消
目
標
年
度 

あゆみ保育園増築 

【定員 30 人増】 
H25.10 

保育需要 
推計 

＊「待機児童解消加速化プラン」等の国県の支援制度を有効活用 
＊子ども・子育て支援事業計画に反映 

 

推計値 現時点で予測される動向 実績値 

就学前人口ピーク（見込み） 
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就学前児童数の推移 各年4月1日現在(単位：人) 

資料３ 

 

H26.4 
緑波くるみ保育園分園 

【定員 30 人増】 

あさひ保育園増築 

【定員 20 人増】 
H26上半期(見込み) 

みこ H27.4 に向けた対策 

定員 105 人増 

 

 

            

ののみち保育園増築 

【定員 30 人増】 

みのり保育園増築 

【定員 30 人増】 

あゆみ保育園分園 

【定員 45 人増】 

公立幼稚園就労支援型 
預かり保育開始 

山田・玉川・笠縫東幼稚園 
3 園でモデル開始(各園 20 人) 

推計を更新し、必要に応じて施設整備等を実施 

 

推計更新 推計更新 推計更新 



 

３ 保育所入所申込み数(保育需要)等の動向 

 

◎共働き世帯の増加や社会経済情勢の変化に伴い、保育ニーズは増大傾向にあり、また保育の新しい

制度では、保育所を利用する要件の緩和が見込まれることから、保育所申込数は、今後も上昇が見

込まれる。 

◎保育所申込数は、毎年施設整備等による定員増を図っているが、常時、定員を超えている状況とな

っている。そのため、施設基準の範囲内で、入所の弾力運用（定員を超えた受入れ）を行っている

が、保育所入所枠（入所可能数）を超過した申込状況であり、待機児童が発生している。 

 

 

 

 

 

４ 待機児童数と平成 27 年度に向けた必要整備量 

待機児童解消に向けて、待機児童（就労者等）に加え、待機発生要因である求職者の保育需要への 

対応を図る。 
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保育所入所枠 保育所申込数 保育所定員 

単位：人（各年４月１日

 

想定される 
求職者 
相当分 

 
約 60 人 

必
要
整
備
数 

120人 

保育所申込数は今後も増加が予想され、保育需要に対応した保育定員の確保が必要 

平成 27年度に見込まれる待機児童数に加え、想定される求職者相当分を勘案し、120人程度の整備
が必要であり、公募手続きにより、120 人程度の創設を図ったが、応募者がなかったため、平成 27 年 4
月に向けて、民間保育所の増築・分園整備により、105人の増員を図る。 

推計値 実績値 現時点で予測される動向 

H27 に見込まれる 

待機児童数 


